
 

 

 
 
◆ 校章について 
 校章は，旧油木町の町花“かっぽうばな（レンゲツツジ）”   
を基調に，地域の豊かな自然を象徴的にイメージしたもの 
です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

●学校評価自己評価表 
 ○ミッション：「明日も行きたい、行かせたい学校」 
 ○中期経営目標及び短期経営目標，具体的行動目標と手立て 

中期目標 短期目標 具体的行動目標と手立て 

児童主体の対話

的で深い学びを

実現する 

児童が主体的に学
ぶ授業スタイルを
確立する 

＜授業改善・学び方の育成＞ 
・問いの質的改善と思考場面の設定、発表方法の工夫等により、
児童が主体性を発揮できる学習場面を創造する 
＜複式学級の授業スタイル確立＞ 

ふるさとに対す

る愛着、誇り、

貢献意欲を高め

る 

地域を題材とした学
習や体験活動を推進
する 
・生活科 
・総合的な学習の時間 

・行事等（本物体験） 

〈地域と共にある学校〉 
・地域の文化、伝統、産業、魅力について、興味関心に基づいた
課題設定を行い、探求的な学びを進める。 

児童一人ひとり

に居場所があ

り、自分らしく

生活ができる学

校をつくる 

学習環境整備と良

好な人間関係づく

りを通して、落ち

着いて安心できる

場づくりを進める 

＜居場所がある安心安全な環境＞ 
・物理的に明るく、整然と構造化された学習空間をつくる 
・各種プログラム（いいところ見つけ）や異年齢縦割り集団の活
用、リーダー会を実施する。 

・ふわふわ言葉の推奨と多様な評価活動、表彰制度を実施する。 

教 職 員 の

well-beingを実

現する 

業務改善の促進と働

き方改革の周知によ

り、ワーク・ライフ・

バランスを実行する

風土をつくる 

〈働き方改革、well-being〉  
・教職員の働き方改革について、学校運営協議会を通じて地域、
保護者への理解と周知を進める。 

・一斉定時退校日を設定する（毎週水曜日は１７時１５分退校） 
・個別面談、グループ面談、学校衛生委員会を計画的に行い、労
務管理を進める。 

・雑談の効用を生かし、幸せのお裾分けコーナー、ほっと一息タ
イムを設定する。 

 
●校務分掌組織 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●教育課程 
Ⅰ 年間授業時数 

 

 

 

 

●教育課程 （年間授業時数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

●職員名簿 

職   名 氏 名 分   掌 

校 長 辻   雅  人 統括 

教 頭 瀬 尾  英 孝 総務・体罰セクハラ相談窓口 

教 諭 山 本  元 気  
教務主任・学びの変革推進担当教員・ 
町研運営委員・３・４年学級担任 

教 諭 塚 本  智 美 
保健主事・特別支援教育コーディネーター・ 
司書教諭・知的特別支援学級（ひまわり）担任 

教 諭 増 成  悠 太 
生徒指導主事・ICT教育担当・小中連携推進担当・ 
５・６年学級担任 

教 諭 川 原  百 加 
研究主任・保幼小接続コーディネーター・ 

１年学級担任 

教 諭 谷川  三千代 道徳教育推進教師・２年学級担任 

助 教 諭 德 永  圭 史 
体力づくり推進リーダー・自閉症・情緒特別支援
学級（たんぽぽ）担任 

非 常 勤 講 師 重 田  優 ５・６年複式解消加配 

非 常 勤 講 師 真加部  和子 ３・４年複式解消加配 

特別非常勤講師 赤 木  勝 彦 ５・６年音楽 

養 護 教 諭 西 田  有 希 養護 

主     事 難 波  光 燿 事務 

学 習 支 援 員 今 岡  文 恵 学習支援 

調理師専門員 佐藤  真由美 給食 

調 理 師 横 山  恵 子 給食 

調 理 師 前原  志奈子 給食 

教    諭 土 田  愛 育児休暇 

教    諭 森 田  沙 織 出産休暇 
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職員会議 

教務部 

（部長：教務主任） 

 

・ 教務 

・ 研修・研究 

・ 教科・道徳 

・ 教科外 

・ 特別支援教育 

総務部 

（部長：事務主事） 

 

・ 庶務，渉外 

・ 施設，設備，備品 

・ 経理 

保健生徒指導部 

（部長：保健主事） 

 

・ 保健・安全 

・ 生徒指導 

・ 給食 

・ 学校緑化 

・ 通学区・登下校 

正面玄関から入ったところに大杉

のモニュメントがある。これは，校

区にある権現山から伐り出されたも

ので，樹齢約１３０年の大木である。 

 この杉が生まれた今から１３０年

前は，旧油木町内にあった各小学校

が明治初期に開校した時期とほぼ重

なる。 

 この大杉が子どもたちを毎日見守

り，多くの物語を聞かせてくれる。 

油木小学校 キャラクター 

「湧くん」 

令和２年度の６年生が総合的な学習の時間を

使って，学校をもっと広く知ってもらうための

シンボルとして，キャラクターを考えました。 

油木の自然や特産品など，色や形にもひとつ

ひとつ意味を持たせています。 

学校だよりやホームページ等で，広く学校か

ら発信するものに使っています。 



 

 

心あたたかく、 

思いやりのある子 

たくましく、 

よく遊ぶ子 

自から考え， 

かかわり合う子 

 

 

 

 

 

 

育成する資質・能力 

 ○自ら進んで、ものごとに関わろうとする能動的な態度 

 ○他者と関わり合い、適切な言葉を選択して伝え合うことができる力 

 ○自分を受け止め、他者を尊重し、よさを認め合い高め合おうとする考え方 

● 児童数及び学級編制（令和４年４月１日現在）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 職員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆カリキュラムマネジメントによる子ども主体の深い学びを実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆地域を知り、地域から学ぶ体験的な教育活動を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆安心して自分らしく生活できるあたたかな教室をつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 

学 校 要 覧 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県神石郡神石高原町立油木小学校 
〒 ７２０－１８１２ 

広島県神石郡神石高原町油木乙１番地 

ＴＥＬ  ０８４７―８２－０９２６ 

ＦＡＸ  ０８４７―８２－０９３３ 
 

学年・学級 男子 女子 計 

１ 学 年 ３ ２ ５ 

２ 学 年 ２ ６ ８ 

３ 学 年 ２ ３ ５ 

４ 学 年 ５ ３ ８ 

５ 学 年 ７ １ ８ 

６ 学 年 ２ ５ ７ 

知的障害特別支援学級 

（ひまわり） １ ２ ３ 

自・情障害特別支援学級 

（たんぽぽ） 
２ １ ３ 

合 計 ２４ ２３ ４７ 
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油木小学校では，複式学級のよさを最大

限に生かし、それを核として授業改善を行

う事で、子ども主体の深い学びを実現しま

す。 

そのために、学年間でのカリキュラムマ

ネジメントを行ったり、自ら考え、協働し

議論する場面を意図的に設定したりする

ことで児童の思考力・表現力を育成してい

きます。 

Ⅰ 授業改善・学びの育成 

Ⅱ 地域と共にある学校 

 

油木小学校を取り巻く「ひと・もの・

しぜん」を資源として捉え、地域から

学ぶ機会をつくります。 

学校運営協議会や町の施策の「本物

体験事業」、生活科・総合的な学習の時

間を関連させ、カリキュラムを編成す

ることで、この町を知り、課題を発見

し、解決しようとする児童を育成して

いきます。 

 

 

Ⅲ 居場所がある安心安全な環境 

学校内・周辺の環境整備を行い、物

理的にも明るく・爽やかな環境が児童

に及ぼす影響が大きいと考え、落ち着

いて学習できる環境を整えます。 

また、自尊感情を高めるために良い

ところ見つけや、他者の良さを理解す

る為の表彰活動などを取り入れ、自分

も友だちも大切にできる環境を整え

ていきます。 

 油木の自然をテーマにしたオリジナ

ル創作ダンス「油木っこよさこいソー

ラン」。開校と同時にプロに作成してい

ただき，毎年運動会で披露する本校の

「伝統」です。 

 衣装も地域の方のご協力によって揃

えています。全校児童が心を一つにし

て表現する姿は，圧巻です！ 


